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サザンカ（山茶花）  Camellia sasanqua
宍道湖畔にて

　サザンカの花色には、桃色、赤、白等があるが、見比べて
もやはり白が際だって見える。この時期、戸外を見渡しても
花はなく、特にサザンカの白は濃緑の葉を背景にあでや
かに咲く貴重な花である。背景の葉の色とも相まって赤色
より、白がさらに強い印象を与えているように思われる。耐
寒性常緑木であり、ツバキ(椿) と似ており、サザンカと呼ば
れたのは江戸になってからともいわれる。サザンカの葉が
辺縁ギザギザであるのに、椿は平滑である点で見分けが
つく。　　　　　　　　　　　　　（写真・文／大朏祐治）

地域連携だより

救急医療表彰
　平成23年9月、救急医療に関する功
績が顕著な団体を表彰する『愛媛県救
急医療功労者知事表彰』が行われ、当
院が表彰されました。救急病院として休
日・夜間における救急診療に貢献し、県

内最大人口の
松山圏域にお
ける中核病院
として地域医
療の充実に尽
力している功
績が認められ
たものです。

タウン情報まつやま
　タウン情報まつやま12月号の『お医
者さんに聞きました』のコーナーで、腎

　10月21日に「地域医療連携を考える会　連携担当者部会」に参
加して参りました。
　参加医療機関19施設のうち、16施設、計23名の日頃連携業務に
携わっている方々が集まり、松山医療圏としてこれからどうするべき
か、何をしていくべきか、ということを重点に話し合いました。予定
時間を大幅に越えましたが、それだけ各々が地域医療について真
剣に向き合っている証だと感じました。
　会のなかででた話ですが、松山医療圏内の城東地域では、医療と
介護が相互に密接に連携しあうモデル地区の構築を目指している
ようです。こういった地域が医療圏全域に広がり、皆様が安心して生
活できる地域作りに当院も微力ながらお手伝いができればと思い
ます。今回参加させていただいて私自身強く感じたのは、「顔の見え
る連携の次のステップを目指すべきだ」ということです。これまでの
会を通して、顔の見える連携はある程度出来つつあると考えており
ます。これからは一歩踏み込んだ関係構築が必要になるはずです。
今までを振り返り、今後自分には何ができるのか、患者様にどう寄り
添っていけるのかを常に考えていきたいと思います。
　最後になりましたが、皆様には今年一年大変お世話になりました。
この場を借りてお礼申し上げます。至らぬ点も多々あるかと思います
が、日々精進して参りますので今後ともよろしくお願いいたします。

臓内科関川医師が紹介されました。腎
臓の病気について、かわいいイラスト
入りでわかりやすく説明しています。ぜ
ひご覧ください。

院内保育所が開設します
　平成24年4月スタートに向けて急
ピッチで準備中です。基本保育（7：30～
19：00）に延長保育（20：00まで）、週2
日の24時間保育、一時預りや二重保育
も可能です。（委託先／㈱マミーズファ
ミリー）

永頼フェスティバル
　平成23
年 1 2月 5
日、松山全
日空ホテ
ルにおい
て、永頼会
グループ
の忘年会

『永頼フェスティバル』が開催されまし
た。松山市民病院、松山中央乳児園、ホ
スピタルサービスの職員、ご招待しまし
た関連企業の皆様、総勢約500名で盛
大に行われました。毎年恒例の、豪華景
品の当たるくじ引き抽選会や、プロによ
るゴスペルなどの催しもあり、大いに盛
り上がりました。

瑞宝双光章受章
　永頼会松山中央乳児保育園の坂本
君枝園長が、０歳児保育の先駆者とし
ての功績が認められ、瑞宝双光章を受
章されました。

　11月15日皇居において、入院されて
いた天皇陛下のご名代である秋篠宮殿
下より、天皇陛下のお言葉をいただい
たとのことです。坂本園長は「これまで
園にかかわったすべての職員で受章さ
せていただいた気持ちです。なかなか
立ち入ることのできない皇居豊明殿で
の授与式は、とても素晴らしい経験に
なりました。」と、受章の喜びをお話しく
ださいました。おめでとうございまし
た。
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ずいほうそうこうしょう


